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改めて 云う まで もない が、 ここに 紹介して いる 幾 種 

の 探偵 ものがたりに、 何等かの 特色が あると すれば、 

それ は 普通の 探偵 的 興味 以外に、 これらの 物語の 背景 

をな している 江戸の おもかげの 幾分 をう かがい 得られ 

ると いう 点に あらねば ならな い。 わたし も 注意して、 

半 七 老人の 談話 筆記 をなる ベく 書き誤らな いように 努 

めて いるつ もりで あるが、 その 説明が やはり 不十分の 

ために、 往々 にして 読者の 惑 い を惹き 起す 場合が な い 

と は 限らない。 



まして、 今度 は 二度目で ございます」 

「酒 をのむ かえ」 と、 半 七 は 又 訊いた。 

「はい。 飲む と 申しても 毎 晚ー合 ずっとき まって 居り 

まして、 ひどく 酔って いるよう な 様子 を 見かけた こと 

も ございません でした」 

「誰かたず ねて 来る こと はあった かえ」 

「さあ、 誰もたず ねて 来た 人 はない ようです。 朝は大 

抵五ッ (午前 八 時) 頃に 起きまして、 午 飯 を 食う とい 

つ で も 何処 へ か 出て 行く よう で ございました」 

「五ッ …… 」 と 半 七 は 首をかしげた。 「田舎の 人に し 

なんどき 

て は 朝寝 だな。 そうして 何時に 帰って くる」 



「大抵 夕六ッ (六 時) 頃に は 一度 帰って来まして、 夜 

食 をた ベる と 又す ぐに 出て 行きます が、 それでも 四ッ 

(午後 十 時) すぎに はきつ と 帰りました。 なんでも 近 

所の 寄席で も 聴きに 行く ような 様子で したが、 確かな 

こと は 判りません」 

「金 は 持って いたらし いかえ」 

「宿へ 初めて 着きました 時に、 帳場に 五両 あずけ まし 

おおみそか 

て、 大晦日に は 其の 中から 取って くれと 申しました。 

その 残金 はわた くし 共の 方に 確かに あずかって ござい 

ますが、 自分の ふところに は どのくらい 持って いまし 

たか、 それ はどう も 判り 兼ねます」 



「以前 は 小 博奕な ど を 打って、 あまり 評判の よくない 

男で ございました」 と、 番頭 は 説明した。 

「しかし 去年の 春 頃から すっかり 堅くなりまして、 商 

売の 方 も 身 を 入れます ので、 この頃 はふと ころ 都合 も 

よろしい ようで、 十一月に は 品 川のお 政と いう 女郎 を 

うけ 出して、 仲よ く 暮らして 居ります」 

「いくら 品 川で も 女 ひとり を 請け出す に は 纏ま つ た 金 

がいる。 多寡が 鍩 職人が 半年 や 一年 稼いでも、 それ だ 

けの 金が 出来そう もね え。 なに か 金主が あるな」 

「そうで ございま しょうか」 

「金主 はきつ とこの 甚 右衛門 だ。 もう 大抵 判って いる _ 



それにしても 甚 右衛門 を 誰が 殺した のか、 それ はま 

だ 判らなかった。 

四 

贋金つ かいは 江戸時代の 法と して 磔刑の 重罪で ある _ 

かれら 一 同 はどうで 助からない 命で あるから、 誰が 甚 

右衛門 を 殺そうと も 所詮 は 同じ 罪で ある ものの、 とも 

かく も その 事情 を 明白 にしておく 必要が あるので、 一 

同 は 更に きびしい 吟味 をう けた。 そうして、 かれら 七 

人の なかで 雪達磨の 一件に 直接関係の あるの は、 かの 
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